
野蚕の光周条件に関する研究

（2）天蚕の羽化ならびに受精に及ぼす光周条件の影響

矢嶋征雄・井水敦・横沢弥五郎

　天蚕の光周条件に関する報告は少なく、前報で天蚕のふ化は光のswitch－on刺激により生起する

ものと推論した。同時に天蚕の羽化並びに受精について、蝿期から連続した光周条件の影響について報

告したものはなく、そこで筆者らは受精卵取得を目的に光周条件の種類が羽化並びに受精に及ぼす影響

について調査し、若干の知見を得たのでその概要を報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　実験材料及び方法

　供試天蚕蠣は、当学部付属農場において昭和50年より継代飼育し、1978年採種された卵のうち、

1979年5月24日午前4時から午前8時までの4時間内にふ化した蟻蚕を、慣行飼育（屋外放養飼

育）法により飼育して得た化嫡後10日目の健蠣を用いた。試験区は恒明区として24L、恒暗区とし

て24D、光周期区として午前6時を起点に8L16D、12L12D、16L8Dとし、更に対照と

して自然光区の6区を設け、供試頭数は各区とも雌雄踊各25頭とした。実験には連槽の人工気象室を

使用し、環境条件を温度25±1℃、湿度60～80％とし、明相における照度は110　Luxとした。

　調査のうち羽化状態については1時間毎に行ない、特に暗相における発蛾の状態は波長約750nm

の赤色光下で行つた。また交配は各試験区で羽化をみた順に雌雄1対1で組合せを行ない、各設定環境

下で交尾させた。卵の調査は産卵後、蛾の自然死をまって行ない、体内残卵数は蛾の解剖により調査し

た。また受精卵にっいては採卵後クライト200倍液で30分間洗浄消毒後卵の外形により受精・不受

精に選別し、更に受精卵についてはライトボツクスにより卵を透過させ再確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　結果及び考察

　本実験中の自然光の明相時間は午前5時30分から午後6時30分の約13時間であり、羽化は実験

開始後8日目の8月7日20時より始まった。羽化は日没1時間30分後の20階にピークを示し、調

査期間中正確な24時間の概日rhythmを示した。

　また慎明区では、自然光区と同様に8月7日より羽化をみたが、羽化のピークは10時から24時の

14時間内において乱れたピークを示し一定のrhythlnは認められなかった。

　更に恒暗区においては調査日ごとに18時から21時の3時間内に羽化のピークが発生し、22時間

から26時間のrhythmを示した。これは実験開始前に供試蝸を室内唐然状態で保護したため、自然光

の光周期にentrain（わくづけ）され生じたものと思われる（図1－a、　b）。

　次に光周期を与えた各区のうち短日である8L16Dでは8月7日18時に最初の羽化がみられ、羽
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1－b　時間別羽化頭数

化のピークは日ごとに16時から20時の4時間内にあらわれ、羽化の周期は20時間から28時間の

rhythmを示した。このように周期には8時間の時間差があり、また羽化のピークは暗相移行後2時間

から6時間目に認められた。

　更に12L12Dは前区と同様8月7日20時より羽化が始まり、羽化のピークは20時から24時
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の4時間内に発生し、8L16Dよりやや遅い時刻に発蛾した。この周期は前区同様20時間から28

疇間のrhythlnを示し、暗相移行後2時間目に羽化のピークが観察された・

　長日の16L8Dでは8月7日22時に最初の羽化が観察さ転羽化のピークは他区より最も遅い22

時から24時の2時間内のほぼ明暗相の相接点にみられ、22時間から26時間の周期を示した（図2

－a、b）。

　以上光周期区の結果を要約すると、各区の多少のずれは認められるが、20時間から28時間の設定

時間にentrainされた概日rhyt㎞が認められたが、このことにっいて柞蚕（Antheraea　Pernyi

GUERIN）についても同様な報告｛4｝があり、家蚕2）においては蝸期から恒明条件におかれた場合、個

体ごとの羽化時刻が不揃いになることも知られ、本実験でも同様な傾向を示し明らかに天蚕においても

家蚕や柞蚕と同様光のswitch…－offの刺激により羽化が生起されるものと思われる・

　次に光周条件の交配。産卵および蛾の生存日数に及ぼす影響のうち、光と産卵との関係で1蛾当り産

卵数の最も少なかつたのは、恒朋区の30粒であり、次に恒暗区の105粒・8L16Dの138粒・

16L8Dの147粒、12L12Dの150粒の順で最も多かつたのは自然光の171粒で恒明お

よび恒暗条件下で光周条件下より産卵数が減少する傾向を示した（第1表）。特に本実験では全設定区

　第1表　各区別総卵数及び受精卵数

供試頭数 総産卵数 1蛾当り産卵数（比） 受精卵数（率） 1蛾当り体内残卵数

DD 25 2628 105ユ　　（614） 880　（33⑤ 22．6

LL 25 750 30．0　（17，5） 0　（0） 73．1

8L16D 25 3464 138β　　（80．9） 278　（8．0） 29．1

12L12D 25 3763 150．5　　（8ヱ9） 100　（2！r） 259

16L8D 25 3682 14犠3　（86．0） 10　（0．3） 22．8

自　然　光 25 4282 171．3　　（100．0） 2790　（65．2） 13．6

においても産卵が麟されたのに文寸し澗様に耐3｝は天蚕について鮒した結黙・Lux以上の照

度では産卵する蛾は認められなかったとしている。しかし本実験では110Luxの照度にもかかわら

ず産卵を認めたのは、西村が羽化直後の蛾について検討したのに対し、本実験では蠣期から継続して光

周期を与えたため生じた結果であると思われる。また家蚕においても産卵数は恒明条件で著しく抑制さ

れることが賠甜1×5×6×7｝、椴験の結果天蚕｝・おいて胴撚餉を示してv・る・更に産卵数に

対し恒常条件と光周条件を比較すると、光周期区において自然光区と類似した卵数が得られたことから

蛾の産卵には明相と暗相がある程度の持続時間をもち、かつ周期約に変化することが必要であるように
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図2－b　時間別羽化頭数

思われる。

　次に受精に及ぼす光の影響は、受精卵は恒明区では全く得られず、光周期区は16L8DO．3％、12

L12D2．7％、8L16D8．0％ときわめて少なく、恒暗区では33．5％、自然光区では65．2％の

受精卵を得た。このことについて人エ的に設定された光周期下では、産卵数に比較して受精卵が少なく、
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長日になる程受精卵率が低く、長日では交尾が抑制される傾向を認め、天蚕の交尾には暗環境が必要で

あると思われる。

　更に各区の平均体内残卵数は、恒明区の73粒で最も多く、8L16D29粒、12L12D25粒、

16L8Dおよび恒暗区では22粒で、自然光区では13粒で最も少なかった。この結果から産卵は恒

明状態で抑制される傾向が認められる（表1）。

　次に各区における蛾の生存日数は、雄蛾の場合恒明区4．3日、恒暗区4．9日で自然光区を除き恒常条

件区で短かく、光周期区では5．1日から5．6日でやや長い傾向を示した。また雌i蛾では6．9日で慎明区

の雌がやや短かつた。更に受精蛾と不受精蛾にっいて雌雄別各区の生存日数は、雌蛾の場合0．3日から

0．7日の差であり、時間換算値では約7時間から17時間の差で、16L8D区の不受精蛾の生存日数

は、受精蛾に比較してL7日、時間換算40時間の差が認められた。雄蛾については比較的差は少なく

0．1日から0。9日、時間換算2時間から22時間の差であつた（表2）o

　第2表　蛾の平均生存日数と受精蛾及び不受精蛾の生存日数

供試頭数 平均生存目数 雌 雄

雌 雄 雌 雄 受精 不受精 受精 不受精

DD 25 25 弘3 4．9 78 78 4．6 4．5

LL 25 25 6．9 4．3 榊
8i7

樋
4．5

8L16 25 25 8．0 5．1 8．5 8．1 6．0 5．1

12L12D 25 25 弘6 5β 8．0 8．3 6．5 5．9

16L8D 25 25 8．3 5．6 70 8．7 5．0 5B

自　然　光 25 25 77 4．6 6．8 吼5 4．7 39

　以上の結果から、天蚕は恒明条件下で羽化のrhythmが乱れ、光周期下では16L8D区で明相移行直

後、8L16D区および12L12D区で暗相移行後2時間から6時間に羽化のピークが観察され、踊

期よりの光周処理は羽化を助長する刺激となるものと考えられ、また産卵にっいては自然光区で産卵数

並びに受精卵数も優れ、体内残卵数は少なく恒明条件下では1蛾当りの産卵数も少なく体内残卵数も増

加する傾向が認められた。また恒暗条件では受精卵数は多く体内残卵数が少なくなる興味ある傾向が認

められ、今後更に各種光周期に照度、光質、その他関係諸条件を組合せて検討する必要があると思われ

るo

　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　要

　化蠕後10日目の天蚕蠣について照度を110Luxに明相Free－runningとして24L・暗相
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Free－runningとして24D及び光周期区として8L16D、12L12D、16L8Dの3種の光周

条件を与え、更に自然光区を加え各種光条件が羽化．交配・産卵ならびにその生存日数に及ぼす影響に

ついて調査し次の結果を得た。

1．自然状態では調査期間中nt　H　20時に正確な24時間を周期とした羽化のrhythmが認められ・こ

れは他の昆虫にも認められる概日rhythmである。

2．恒明条件下では羽化は乱れ一定のr域thmは認められなかった。

3．恒暗条件下では、22時間から26時間の羽化rhyt㎞を示し、実験開始前の自然状態の光周期に

entrainされた概日rhyt　hmであると思われる。

4．光周期下では羽化が明相から暗相へ移行した直後、又は明・暗相の根接点にみられ、あきらかに

switch－offの刺激により羽化は生起されるものと思われる・

5．恒明条件では産卵及び受精に抑制的な傾向が認められた。

　6．受精卵率は恒暗条件並びに自然条件下で高い値を示した。

　7．蛾の生存日数は恒明環境下で雌雄蛾ともやや短かく、受精蛾と不受精蛾では自然状態で不受精の雄

蛾が短かつた。
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